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　 Change　in　serum 　drug　concentratiens 　was 　examined 　to　serum 　contained 　27　drugs　in　four　kinds
of 　blood　co11ectio 【1　 tube　for 　seruln 　separation ，　 There 　 was 　no 　 change 　 in　 serum 　drug　 concentra ・

tions 　for　 aU 　 of 　 the　test　drugs　in　polystylene　 spitz （Toyokizai 　Co．）and 　clot 　activator 　tube　with ・

out 　 serum 　 separator （CAT ，　 Becton　Dickinson　Co ．）．　 On 　tbe　 other 　hand ，　 there 　 were 　significant

concentration 　 decrease　（0．5ml　 serum ，5％ decrease　at　 48　hr）　for　10　drugs，　carbamazepine ，
carbamazepine −10，11−epoxide ，　primidone ，　phenylethylmalonamide ，　phenobarbita1，　 phenytoin，1ido−

caine ，　quinidine，　cyclosporin 　and 　pentobarbital，　in　Vacutainere 　SST （SST ，Becton 　Dickinson　Co ．）
and 　8　drugs　except 　primidone 　and 　phenylethylmalonamide 　 in　Benojecte 　tube （Terumo 　Co ．） con −

taining 　 serum 　 separator ．　 The 　degree　 of 　the 　 reduction 　in　serum 　drug　 concentration 　in　 the　SST
was 　larger　than 　that 　in　 the　Benoject   ．

　The 　degree　 of 　the　 reduction 　in　serum 　phenytoin　and 　lidocaine　concentrations 　stored 　at 　2− 8°C
was 　 smaller 　 than 　that 　stored 　 at 　 room 　 temperature 　in　the 　SST ．　 Fτom 　 these　 resuits ，　it　is　found
that　 the　 effect 　 of 　 serum 　 separator 　 on 　the　 serum 　drug　concentrations 　varies 　 with 　temperature ．

Keywords − serum 　drug　concentration ； blood　collection 　tube ； serum 　separator ； temperature
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　血 中薬物濃度測定 の た め の 試料 と して は，抗凝固剤に

よ る測 定値へ の 影 響 を 避 け る た め に 主 に 血 清 が 用 い られ

る．そ の た めに ，迅 速 な血 清分取が可能で ある と共 に 血

清保存容器 と して も用 い る こ と が で き，臨床検査な ど

で 繁用 され て い る血 清 分離剤入 採取管 が 利 用 さ れ て い

る．しか し，そ れ ら採取管 の うち パ キ ュ テ ナ ー   SST

（Becton　Dickinson　Co ．）を用 い て 得た 血 清 で は ，フ ェ

ニ トイ ン （PHT ）， リ ドカ イ ン （LID ） 及び ペ ン トバ ル

ビ タール （PTB ）は rfll清分離剤に 吸収あ るい は 吸着され

＊1
本 研 究 の 一部 は ，日本薬 学 会 第 105 年会 （1985年）

　　で 報告．
＊ 2

東京 都 文京区 本郷 7 丁目3−1 ：3−1， Hongo　7−cho −

　　me ，　 Bunkyo −ku，　 Tokyo ，113　Japan
＊ 2a

現 在 ： 日 本 大 学 医 学 部 附 属 板 橋 病 院 薬 剤部

て ，薬物濃度が 低 くな る と Quattroc⊂hi らに よ っ て 報

告され て い る
1）．

　本報告で は ，Quattrocchiらが検討 した薬物中 ク ロ ラ

ム フ ェ ニ コ ール を 除 く 9 種 類 の 薬物 に 加 え て，現在わ が

国で 治療上 血 中濃度 モ ニ タ リ ン グ が 必要と されて い る 18

種類 の 薬物 （3 種類の 代謝物 を 含む ）に つ い て，血清分

離剤 を 含ま な い ポ リス チ レ ン 製 血液採取管を 対 照 に し

て ，血 液凝 固 を促進 さ せ る た め に 管内壁 に シ リ コ ン を付

着させ た だ け の ガ ラ ス 製血液採取管，お よ び血清分離剤

を も含ん だ 2 種類 の 血 液採取管の 3 者に つ い て採取管中

で の 血 清中薬物濃度 変 化 を 検討 し た ，

1． 試 　 料

実　験　の　部
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　対照 の 血 清分離剤を含 ま な い 血 液採取管と し て は ， せ

ん 付 ポ リス チ レ ン 製ス ピ ッ ツ （東洋器材株式会社）を用

い た．血液凝固促進 の ため に ガ ラ ス 管内壁 に シ リ コ ン を

付着させ た 採取管と して は，Vacutainer   　CLOT 　ACT −

IVATOR 　TUBE （CAT と略す ，Becton　Dickinson　Co ・）

を 用い た・ガ ラ ス 管内壁に シ リ コ ン を 付着させ る と とも

に 血 清分離剤を も含ん だ採取管 と し て は，パ キ ュ テ ナ

ー   SST （SST と略す，　 Becton　Dickinson　Co ．）及び

ペ ノ ジ ェ ク ト
 

真空採血 管 （BJT と略 す ，テ ル モ 株式会

社）を 用い た ．い ずれ も 10ml容量 で ある．

　試験薬物 と して の PHT ， フ ェ ノ ノ
ミル ビタ

ー
ル （PB ）

及 び プ リ ミ ド ン （PRM ） は 日本薬局方品を 用い た ．フ

ェ ニ ル ェ チ ル マ ロ ン ア ミ ド （PEMA ）は Ayerst 社，ヵ

ル バ マ ゼ ピ ン （CBZ ）は藤沢薬品工 業 ， カ ル バ マ ゼ ピ ソ

ー10，11一エ ポ キ シ ド （CBZ −epoxide ） は 日本 チ パ ガ イギ

ー，メ チ ル ジ ゴ キ シ ン は 山之内製薬 ，
シ ク 巨 ス ポ リン

（CYA ）は サ ン ド薬品か ら提供を受けた ．ジ ゴ キ シ ソ ，

ジ ギ ト キ シ ン ，テ オ フ ィ リ ン ，リ チ ウ ム 標準液 （原子吸

光分析用） は和光純薬工 業 ，
ペ ン トバ ル ビ タ ール ナ ト リ

ウ ム は東京化成 工業 か ら購 入 した ，

　PHT ，　PB ，　 CBZ ，　 PRM 及 び それら後 2 者の 代謝物で

ある CBZ −epoxide 及 び PEMA を 共に 含む血清は ， 健

常人血清を用 い て 調製 した．PTB ，テ オ フ ィ リ ン ，リチ

ウ ム
， ジ ゴ キ シ ン ，ジ ギ トキ シ ン ，メ チ ル ジ ゴ キ シ ン 及

び CYA を それぞれ含む血清は ，それ ぞれの 薬物に つ い

て 健常人 血清を用い て 3水準 の 濃度 の もの を 調製した ．

エ トス ク シ ミ ドを含む血 清 ぽ，Emit  AED キ ャ リブ レ

ータ （第一化学薬品） ，
・ミル プ 卩 酸 ， ア ミ カ シ ン ，カナ

マ イ シ ン ，ゲ ン タ マ イ シ ン ，ジベ カ シ ン ， トブ ラ マ イ シ

ン ，キ ニ ジ ン （QND ），ジ ソ ピ ラ ミ ド，プ ロ カ イ ン ア ミ

ド，N 一ア セ チ ル プ ロ カ イ ン ア ミ ド 、
　 LID

， サ リチ レ ー
ト

及び メ ト ト レ キ サ ートをそれぞれ含む血清は ，TDX 一
キ

ャ リブ レ ータ あ るい は TDX 一
コ ン トロ ール （ダ イナ ボ ッ

ト）の そ れぞれ 3 水準 の 濃度の 薬物添加血清を 用い た ．

　 SST 中に血 液及 び血清を添加 し て 血 清中 PHT 濃度 の

経時変化を 調べ る 試験 で は ，PHT を服用 した 著者らの

中 の 1名 の 健常人か ら採取 し た 血液及びそ の 血液をガ ラ

ス 試験管に 入 れ て遠心 分離 し て 得た 血 清 を用 い た ，

　 2． 測 定方 法

　 血清中の PHT ，　PB ，　CBZ ，
　 CBZ −epoxide

，
　 PRM ，

PEMA 濃度 は高速液体 ク Pt マ ト グ ラ フ イ ー（HPLC ）
2’3），

バ ル プ ロ 酸及 び エ トス ク シ ミ ド濃度は ガ ス ク P マ トグ ラ

フ ィ ー 4’5 ），に よ り測定 した．血清中 PTB6 ）
及 び テ ォ

フ ィ リン
2｝ 濃度は そ れぞれ HPLC に よ り測定 した ，血

清中 CYA 濃度 は Yee らの 方法
7）を一部改変した HPLC

に よ り測 定 した ．血清中 ジ ゴ キ シ ン
， ジ ギ トキ シ ン 及び

メ チ ル ジ ゴ キ シ ン 濃度 は，ヘ テ 卩 ジ ニ ア ス エ ン ザ イ ム イ

ム ノ ァ ッ セ ィ （MARKITe 　，大 日 本製薬）に よ り測定 し

た ．た だ し，メ チ ル ジ ゴ キ シ ン は MARKIT   ジ ゴ キ シ

ン を 用 い て 測定した．血清中 リチ ウム 濃度 は フ レ ーム 分

析法 に よ り測 定 した s）．そ の 他の 薬物の 血清中濃度は ，

螢 光偏光 イ ム ノ ア ッ セ イ （ア ボ ッ ト TDX ，ダ イ ナ ボ ッ

ト）に よ り測定 した ．

　3・　血 液採取管中での血清中薬物濃 度変化

　薬物添加血 清は 血 液採取管に添加す る前に そ れ ぞ れ の

薬物濃度 を 3 回 測定 し ，測定値の 平均値を 標準 値 と し

た ．3 本ずつ 用意 した 対照を含む 4 種類 の 採取管に 同
一

薬物添加血清を 0．5ml ず つ 添 加 L ，せ ん を して 室温 に

放置した． 5， 24，48時間後ご とに 各採取管を 1本ず つ

取 り， せ んに 血清が接触しない よ うに 軽く振 りま ぜ た

後 ， 直ちに 血 清 を ス ク リ ュ
・一キ ャ ッ プ 付 ガ ラ ス 瓶 に 移 し

て 薬物濃度測定時 まで 冷蔵庫中に保存した ．

　 バ ル プ ロ 酸及 び 工 トス ク シ ミ ドを 除 く他 の 抗 て ん か ん

薬に つ い て は ，血清量 を 0．5ml 用い た 場合 と同様 に 1， 2

お よび 3mi に 増量 した 場合の SST 中で の 薬物濃度変化

を 検討 した ．

　4． 血液又は血清を SST 中に添加時の血清中 PHT

漫 度変化

　著者 らの 中の 1 名の 健常人か ら採取 した 血蔽 を 共せ ん

付ガ ラ ス 試験管中で ゆ っ く りと転倒 混 和 した．そ の 血 液

1．Om1 ずつ を 3 本 の SST 中に 添加して ゴ ム せ んを し，

室温に 2 ， 5　お よび24時間放置後 1本ずつ 取 り，3，000
rpm で 5 分間 遠心 分離した ．血 清を 直ち tCス ク リ ュー

キ ヤ ッ プ 付きガ ラ ス 瓶中に 移 して ，血清中 PHT 濃度測

定時 ま で 冷蔵庫中に保存 した．残 りの 血液も 3，000rpm

で 遠心分離 し ，血 清を 分 取 し，そ の 血清 中 の PHT 濃度

を 3 回測定 して ，その 平均値を標準値と した．残りの 血

清 0．5ml ずつ を 3本 の SST 中に 添加 して ゴ ム せ んを

し，室温に 2 ，5 及 び24時 間放置後 1 本 ずつ 取 り，せ ん

に 接触 し な い よ うに 軽 く振 りまぜた 後，直ち に 血清をス

ク リ ュ
ーキ ャ ッ プ 付 ガ ラ ス 瓶中に 移して，血清中 PHT

濃度測定時 ま で 冷蔵庫中 に 保存 した．こ の 健常人 の ヘ マ

ト ク リ ッ ト値は 43％で あ っ た ．

　 5， SST 中の血清中 PHT 濃 度変化に及ぼす還心分離

操作の 影響

　 PHT を含む 同一血 清 0．5m1 ずつ を10本の SST 中 に

添 加 し，ゴ ム せ ん を して 室温に 5時間放置 した ．そ の 中

の 5 本の SST 　tt　3，
　000rpm で 5 分間 遠 心 分 離 した 後，

血清が ゴ ム せ ん に 接触 し ない よ うに軽 く振 りまぜ た 後 ，

A

A ，MN
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Table  1, Change in Serum  Drug  Concentrationsin  BloodCollectionTubes

Drug  Change in seru-

PST CATdrugceneentrationSST BJT

'

n

'-'

CarbaNazepine

Carbamazepine-10,11-epoxide

Ethosuximide

Phenobarbital'

Phenytoin'

Primidone

Phenylethylmalonamide

Valproic acid

Amikacin

Dibekacin

Gentamicin'

Kanamycin

Tobramycin

Disopyramide

Lidocaine'

ProcainaMide

N-acetylproeainamide

Quinidine'
Digitexin

Digoxin'

Methyldigoxin

Theephylline'

Llthium

Methotrexate

Cyclosperin

Pentobarbital'

Salicylate

n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.e.n.c.n.c.n.c.n.c.n.o.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.e.n.c.n.c.n,c.n.c.n.c.n.e.n.c.n.c.n.e.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.e.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n.c.n,e.n.c.decrease

decrease

  n.c.decrease

decrease

decrease

deerease

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.e.

  n.c.

  n.c.

  n.c.decrease

  n.c.

  n.c.decrease

  n.c:

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.e.

  R.C.decrease

decrease

  n.c.

decrease

decrease

  n.c.decrease

decrease

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.decrease

  n.c.

  n.c.decrease

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.

  n.c.decrease

decrease

  n.c.

PST: polystylene  spitz  (Toyokizai Co.), CAT: Vacutainemp  Clot

(Becton Dickinson Co.), SST: Vacutainepa SST (Becten Dickinson

BJT:  Benojeemp (TeruMo Co.)

".c.:  Iess than 5X  change  in seru"  drug cencentration  at  48 h
' drug was  tested by Quattrocchi, et  al.

Actiyator

 co.),Tube
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直ち に ス ク リューキ ャ ッ プ 付 ガ ラ ス 瓶 に 血清を 移 し た ．

残 りの 5 本の SST は 遠心分離せ ずac， その 中の 血 清は

前者 と同様に ス ク リ ュ
ー

キ ャ ッ プ付ガ ラ X 瓶に 移した ．

こ の 血 清は PHT 濃度測定時 まで 冷蔵庫中 に 保 存 した ．

こ の 試験は 2水準の 濃度 の PHT を 含む血 清に つ い て 行

っ た 、

　6． SST 中の 血清中 PHT 及び LID 　M 度変化に 及ぼ

す温 度の 影 響

　PHT を 含む 1司一血 清 0．5m1ずつ を 8本 の SST 中に

添加 し，ゴ ム せ ん を して 4本を室温に ， 残 りの 4本を冷

蔵 庫中 に 放 置 し て 2 ，5 ，24，48時 間 後 に そ れ ぞれ 1 本

ずつ 取 り，せ んに 接触 しな い よ うに 血清を軽 く振 りまぜ

た 後，直ちに ス ク リ ュ
ー

キ ャ ッ プ付 ガ ラ ス 瓶に 移 し て

PHT 濃度測定時 まで 冷蔵庫中に 保存 し た ．　 LID を 含む

血 清 に つ い て も同様の 処置を行 っ た．

結 果

　1． 血 液採取 管中で の血 清中薬 物濃 度 変 化

　4 種類 の 血 液採取管中に 血 清 を添 加 して 室温に 48時間

放置 し た 試験に お い て ，27種類 の 薬物の 血 清中濃度変化

の 有無 を検討 した．そ の 結果 は Table 　1 に 示 す通 りで ，

血清分離剤を含 まな い 採取管 （対照及び CAT ）で は ， い

ず れ も48時間 まで すべ て の 薬物に お い て濃度変化 は 認め

られなか っ た ．一・一
方， SST 及び BJT 中で は 48時間に

わた る分離剤 との 接触後 に ， それぞれ10及び 8種類 の 薬

物 で 5 ％以 上 の 濃度低
．
ドが 認め られ た ．

　SST 及び BJT 中で 濃度変化が認 め られた薬物で は ，

採取管中の 分離剤 と の 接触 時間毎 の 血 清中 薬物濃度 の 標

準値に 対す る 変化率は，い ずれの 薬物に おい て も初期濃

度IC依存せ ず，各時間に お い て よ く
一致した ．そ こ で，

それらの 薬物の それぞれ 3水準の 濃度血 清に つ い て 得た

血 清中薬物残存率 の 平均値を 各接触時時間毎に 求 め た ，

SST 中で 濃度変化が 認め られた 薬物に つ い て ，　 SST と

BJT 中で の 平均血 清中薬物濃度残存率 の 経時変化をFig．

1 に 示す．そ れ ぞれ の 薬物に つ い て比較する と，BJT で

は SST に 比 べ て血清中 の 薬物残存率が大 きい こ とが わ

か っ た ，

　 SST 中 で濃度低下 が 認め られた 6種類の 抗 て ん か ん

薬に つ い て，SST 中 の 血清量を 0．5mlか ら1 ， 2及び 3

m1 に 変えた 場合の 各接触時間毎 の 血 清中薬物濃度残存

率 を Fig．2 に 示す．い ずれの 時間に おい て も SST 中

で の 血清中薬物濃度残存率は，血清量 の 増加に 伴い 漸次

大 き くな っ た ．

AL ，

100

　
　

0

　
　

8

巨「
口

H
Φ

の

口
爿

60ぴ
ロ
H
噂

40

　
　
20

　
　
0

蝸
O

駅
　
H
而
”
唱

引

駒自

Φ

函

A
100

80

60

40

20

B

A ．

010203040 　　 　 50　 　0

　　Time 　（h ）

10　　 203040 　 　 50

Fig．1．　 Relationship　between 　Tirne　 of 　Exposure 　 to　 the 　Serum．　Separator　 and

　　　　 Residual ％ of 　Drugs 　in　Serum （0．5ml） at 　Room 　Temperature

　　　　 A ：Vacutainer ＠ SST ，　 B ：Berlolect 

　　　　 ■ phenylethylmalonamide ，口 primidone ，▲ carbamazepine −10，11−epoxide ，
　　　　 O 　phenobarbital ，　△ 　carbamazepine

，　●　phenytoin，　▽ 　pentobarbital ，
　　　　 ◇　cyclosporin ，▼ quinidine，　◆　lidocaine
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　 　 　 　 ■ pheny1ethylma ！onamide ，口 primidone ，▲ carbamazepine
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．（

　2， 血 液 又 は血 清 を SST 中 に添加時の血 清中 PHT

浪度変化

　PHT を 含む 血液 1ml 又は そ の 血 液 か ら 分取 し た 血

清 0．5m1 を SST 中に 添加後 の 分離剤 と の 接触時間 と血

清中 PHT の 残存率 との 関係を
．Fig．3 に 示す．血液の

方は 血清に 比 べ て 2 倍量を 用い た に もか か わ らず，同 じ
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　3． SST 中の 血清中 PHT 濃度変化に 及ぼす遠 心

分離操作の 影 響
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Flg．3．　 Relationship　between 　Time 　 of 　 Exposure
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　　　　 SST ） and 　 Residual ％ of　 Phenytoin 　in

　　　　 Serum （O．　5ml ） at 　Room 　Temperature

　　　　
…
●
… spiked 　O．5ml　serum

　　　　
−一

●
− spiked 　1，0ml 　 whole 　blood

Fig．4．　 Relationship　between　Time　of　 Exposure
　　　　 to　the 　Serum　Separator 　（Vacutainer  

　　　　 SST ） and 　Residual ％ of 　 Phenytoin 　 and

　　　　 Lidocaine　 in　Serum 　（0，5ml ） at 　 2− 80C
　　　　 and 　 at 　Room 　Temperature

　　　　 O 　phenytoin，　at 　2− 80C
　　　　 ● phenytoin，　 at　 room 　 temperature

　　　　 〈＞　lidocaine，　at 　2− 80C

　　　　◆ lidocaine，　 at　 room 　 temperature
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　2 水 準の PHT 濃度血 清を そ れ ぞれ SST に 添 加 し

て ，分離操作の 影響を検討した ．遠心 分離操作を 行わ な

か っ た群の 血清中 PHT 濃度 の 平 均値 ± S．D ．（n ＝5）

は ，そ れ ぞ れ 29．3± 0．8μg！m1 と2．3± O．111g〆ml で あ っ

た ・一
方，これ らに 対応す る遠心分離操作を 行 っ た 群 で

は，それ ぞ れ 26．4±1．1μg！ml （p〈0．05）と 2．1土0．1

μ91ml（P〈0．01）に 低下 し た ．

　4． SST 申の 血清中 PHT 及び LID 濃度変化に及

ぼ す 温度の 影響

　PHT あ るい は LID を含む血 清を SST に 添加 して ，

2− 8°C の 冷蔵庫内で 分離剤と接触させ た ときの 血清中

薬物残存率の 経時変化を Fig．4 に 示す．冷蔵庫内に お

い て も両薬物 の 血清中濃度 は 経時的に 低下す る が ，室温

放置に 比 ぺ て各時間毎 の 残存率 は 大きか っ た，

考 察

Qttattrocchiらに よ り10種 類 の 薬物｝こつ い て 1），次い

で Orsulakに よ り4 種類の 抗 うつ 薬に つ い て 9｝ 血 清中

濃度に 及 ぼ す SST 中で の 血 清分離剤の 影響が 検討 さ

れ，LID
，
　 PHT ，　 PTB ，ア ミ ト リ プ チ リン ，イ ミ プ ラ ミ

ソ ， デ シ プ ラ ミン の 濃度が 低下す る と
．
報告され てい る．

我 々 の 結果 で は，0．5ml の 血清を 用い て室温で分離剤と

接触 させ た 場合，48 時間 で Quattrocchiらに よ っ て 報

告さ れた 3種類 の 薬物 （LID ，　PHT ，　PTB ） 以外に 7

種類 の 薬物の 血 清中濃度が 5 ％以上 低下する こ とを認め

た （Tabel 　1）．そ れ らの 中で QND と PB は，　 Quatt−

rocchi ら の 報告で は 分離剤に よ る 影響が 認 め られて い

な い 1）， こ の こ とは ，彼 らの データ が 日 常業務 と し て の

血液処理 に 基づ い た結果で あ る こ とか ら，お そ ら く比較

的多量 の 血液を 用い て 短時間で 処理 され て お り ， そ の た

め に 顕著 な濃度 低下が 認 め られ な か っ た も の と考 え られ

る．また ，
CAT 中で は薬物 の 濃度変化が 見 られ な い こ

とか ら，血清中の 薬物濃度は 血液凝固促進剤に よる 影響

を 受けな い と思わ れ る・

　SST と BJT は い ずれも血 清分離剤を 含ん で お り， 血

清中の 薬物濃度を 低下 させ るが，そ の 変化率に は差 が み

られ る （Fig・1）・こ の 差 は，　 SST 及び BJT 中の 分離

剤が それぞれ ポ リエ ス テ ル 及び ポ リオ レ フ ィ ン （い ずれ

も組成は 明らか で ない ）と異 な る素材の もの を用い て い

る た め に 生 じた もの と思わ れ る ．

　Fig．2 に 示 した 異な る血清量を用 い た と きの 血 清中

PHT 残存率は ，　Quattrocchiらの データ に おい て 血液

量 を 1m1 か ら 6m1 ま で増 した場 合 の 結 果 と同様 の 傾

向を示 した ．一方，Quattrocchiらの 血 液を用 い た場合

の SST 中 で の PHT の 濃度低下率は 1）
， 112量 の 血清

を用い た著者らの 結果に ほ ぼ匹敵す る こ とが わ か っ た．

　上 記の こ とは Fig．3 に 示 した デ ータか ら ， 血 清中薬

物濃度低下に 及ぼす血清分離剤の 影響は ，血液中の 血清

量が 大き く寄与 して お り， 血 球量は ほ とん ど寄与しな い

こ とが考えられ る．さらに Fig．3 の データ で の 血清量

の み に つ い て 比較す る と， 血液 1ml 中の 血清量は ヘ マ

ト ク リ ッ ト値 か ら 0．57mlに 相当する．そ こ で Fig．2

の 結果 を こ れ に あて は め るな らば，血 液 1m1 を用い た

場合 の 血清中 PHT 残存率は ，血清を 0．5m1 用い た 場合

の 残 存率 よ りも大 き くな る こ とが考 え られ た ．し か し，

実際に は 逆 の結果が得 られた．こ の 矛盾する結果 は ， 血

液で は 血清分離 の た め に 遠心 分離操作を 行い ，血清を用

い た 場合に は そ れ を行 わ な か っ た こ とか ら，遠心 分離操

作 の 影響に よ る こ とが考えられた，

　そ こ で ，そ の こ とを証明す るた め に 同 じ PHT 濃度 の

血清 を SST 中に 添加 して，遠心分離した群と遠心分離

し な い 群 とを比較 した とこ ろ 遠心分離操作に よ り有意な

濃度低下 が 認め られた ．さ らに ，こ の 遠心 分離操作を 行

うこ とに よ り生じた 濃度低下は ，5分間 の 遠心分離操作

に よ っ て 遠心分離器内 の 温度が室温よ りも約5° C 上昇す

る こ とか ら温度差に よ る こ とが 考え られた．こ の 温度変

化に よ り生 じる 血 清中薬物残存率の 差 は ，
Fig．4 に 示

し た PHT 及 び LID の 冷蔵庫内放置 と室温放置 の 結果

か ら明 らか で ある．

　 以上 の こ とか ら，血清分離剤を含む 血液採取管中で の

血清中薬物濃度変化の 程度は ， 試験管内 の 血液量，ヘ マ

b ク V．ッ li値，放置温度あ る い は放置時間 な どに よ っ て

変わ る の で ，た とえ 採血 量が 多 く短時間 で 処理 で きる と

し て も濃度低下が 認 め られ る 薬物に つ い て は SST 及び

BJT を 用い な い ほ うが よい ．さ らに ， こ れま で に 検討

され て い な い 薬物に つ い て は ， SST を用 い る 場合，予

め 薬物濃度変化 の 有無を確 か め る 必要が あ ろ う．
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